
化させることで行列を途切れさせないようにすること  

はある程度可能でしょう．わざと行列を作るという問  

題設定は待ち行列を勉強してきた私にとっては新鮮で  

す．  

●今回は「待ち行列」特集です．「今までとは少し違  

う待ち行列の話」という無理なお願いを聞いて項いた  

著者の方々にこの場を借りてお礼申し上げます（なる  

べく式を使わないで説明するというのが一番大変だっ  

たようですが）．この特集を参考に待ち行列モデルの  

いろいろな使い方を思いついていただけたらと願って  

います．  

●先ほどのシュークリーム店ですが，今はほとんど行  

列を見ることはありません．のぼりも撤去されました．  

単に定常状態に落ち着くまでの過渡的状態だったのか  

も知れません．  （小沢利久）  

編集後記  

●私の利用する乗換駅のホームに，数年前シュークリ  

ームをその場で作って売る店ができました．その店の  

オープン当日の朝，行列ができるのは当たり前という  

ように，開店時間前から行列を誘導するロープと最後  

r＼ 尾を知らせるのぼりが設置してありました．その日の  

夕方，店の期待を裏切ることなく，長い行列ができて  

いました．それから数カ月の間，私の不規則な出勤・  

帰宅時間にもかかわらず，ほぼいつも行列を見ること  

ができました．  

●行列のできることがステータスになる時代にあって，  

適度な行列は良さをアピールする広告のひとつなので  

しょう．そうであれば行列長のコントロールを戦略に  

組込むのは自然な発想です．その店がどうであったか  

は知りませんが，行列長に依存してサービス速度を変  
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